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１．施設概要 
【所 在 地】  半田市桐ヶ丘４－209－１  
【開  館】  昭和 59 年 10 月１日 
【敷地面積】  10,318.40 ㎡  【建築面積】  3,425.27 ㎡ 
【延床面積】  5,151.48 ㎡  【博物館】     1,881.50 ㎡ 
【構  造】  鉄筋コンクリート造 ２階建 塔屋１階 
【館内施設】（図書館との共有部分を含む） 

１階 常設展示室Ⅰ、常設展示室Ⅱ、収蔵庫Ⅰ、燻蒸室、整理作業室、事務室など 
２階 常設展示室Ⅲ、特別展示室、体験学習室、特別収蔵庫、収蔵庫Ⅱ、視聴覚室など 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

１階平面図 

２階平面図 2 階平面図

1階平面図
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２．組織図（令和 3 年４月１日現在） 

                    主   事  ３人 
館 ⻑     副主幹   学 芸 員  ３人 
１人   １人    専 門 員  ２人 

      任用職員  ２人 
 
３．半⽥市博物館協議会 
  半田市博物館協議会は、博物館法第 20 条の規定により設置され、博物館の運営に関し館⻑の諮問

に応ずるとともに、館⻑に対して意⾒を述べる機関である。 
  半田市⽴博物館条例第 11 条の規定に基づき、学校教育及び社会教育の関係者、家庭教育の向上

に資する活動を⾏う者並びに学識経験者の中から教育委員会が任命する。（定員 10 人、任期２年） 
 
（１）協議会委員（令和 3 年９月１日） 

氏 名 分 野 摘 要 

井手 満技 社会教育関係者 博物館友の会会⻑ 

佐野 景子 学識経験者 桐塑人形作家 

柴垣 勇夫 学識経験者 元愛知淑徳大学教授 

⽴松 彰 学識経験者 東海市⽴平洲記念館・郷⼟資料館前館⻑ 

藤堂 正喜 学校教育関係者 半田市小中学校社会科研究部⻑ 

新美 玲子 家庭教育の向上に資する活動を⾏う者 伝統文化お茶お花子ども教室主催 

本美 信一 社会教育関係者 半田市文化協会理事 

松⾒ 直美 観光振興関係者 知多半島観光圏協議会事業推進事務所前所⻑ 

 
（２）協議会日程 
 日 程：令和 3 年 10 月 15 日（⾦） 
 会 場：半田市⽴博物館 第３会議室 
 議 題：・会⻑、副会⻑の選任について 
      ・令和 2 年度事業等報告並びに令和 3 年度事業計画及び予算について 
      ・半田市⽴博物館展示整備基本方針について 
      ・その他 
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４．展示活動 
（１）企画展示 

 「第 36 回知多工芸展」 

 
 期 間：令和 3 年 4 月 17 日（⼟）〜6 月 13 日（日） 

 会 場：特別展示室（２階）、展示コーナー（１階） 

 入場者数：11,683 人 

 展示内容：知多半島の工芸作家（陶芸・人形・染織・ガラス 

工芸）29 名の作品を展示した。 

展示点数：34 点 
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出品作品一覧 

部 門 氏 名 作 品 名 

陶 芸 

伊藤 雄志   練込大鉢 

片岡 誠  自然釉水指 

加藤 真美  Form 

鯉江 廣  あけぼの彩扁壺／⾦彩花絞り文茶銚 

小出 芳弘  灰釉盤 

小⻄ 洋平  真焼茶注三種 

二代 澤田 昭邨  平形急須三点（朱泥・藻掛窯変・茶泥） 

柴田 正明  Time 

清水 北條  ⽩泥⼟藻掛急須／⽩泥⼟藻掛急須 

杉江 幸治  灰釉刷毛目皿 

竹内 孝一郎  灰釉大皿 

谷川 省三  ⽩氷裂釉組鉢 

谷川  仁  灰釉陶硯 

都築 ⻘峰  急須 鳥獣戯画彫り 

冨本 敏裕  花入れ 

水上 勝夫  木・水・人・⼟・火・Ⅰ 

水野 真澄  波動 

村越 風月  茶注三趣 

四代 ⼭田 常⼭  花入 

⼭田 想  ⻘茶碗 

⼭田 孝藏  ⽣命の器 

⼭本 宣光  織部手桶花入 

⼭本 淳平  Wonderful world-草原の集い-／遊覧⾶⾏ 

人 形 
小林 佳子  ⻑閑 

佐野 景子  単風 

ガラス工芸 平岡 和広  ステンドグラス⾦箔屏風「鳳凰 洋上に舞う」 

染 織 

小林 佐智子  風通織木綿着物「野に遊ぶ」 

杉浦 雅子  紬織着物「かごめ」 

二宮 祐子  華 
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 企画展「写真で⾒る半⽥の⾃然災害史」 
 

 期 間：令和 3 年 6 月 26 日(⼟)〜9 月 5 日(日) 

 会 場：特別展示室（２階）、展示コーナー（１階） 

 入場者数：17,494 人 

 展示内容：これまで半田を襲った巨大地震や台風等による 

主な自然災害について、当時の記録写真や 

関係資料を中⼼に紹介した。 

展示点数：186 点 

 

 

 
   
  
   
 
 
 

 

 

 

 

 

  

6



7 
 

 
 

  

１．写真資料（※すべて半田市立博物館蔵）

1 26 51 遺体の捜索・運搬 （日ノ出町１丁目地内） 76 ユニー半田ショッピングセンター前

2 27 52 行方不明者の捜索 （旧山方町3丁目地内） 77 銀座本町周辺

3 28 53 瓦礫を片付ける自衛隊員 （東洋町2丁目地内） 78 月見橋下流

4 29 昭和橋大破 （成岩地区） 54 ミュージックホール前 半劇通り （新栄町地内） 79 矢勝川決壊箇所

5 30 半田港付近の応急堤 55 武豊線流出状況 （港町3丁目地内） 80 住吉町４丁目

6 31 応急作業状況 56 死体確認現在調 81 住吉町４丁目

7 32 源平町地内の被害状況 （東洋町地内より望む） 57 海潮院前の被害状況 （亀崎町１丁目地内） 82 避難者の救出 （住吉町）

8 33 伊勢湾台風の被害（パノラマ写真） 58 83 避難者の救出 （住吉町）

9 34 江川橋流失状況 （後方は輸送機工業株式会社） 59 84 神戸川の氾濫

10 35 山方神社付近 （旧山方町地内） 60 建築資材・主食配給量に関するお知らせ 85 国道247号線（古浜町）

11 36 座礁した第六天社丸 （旧康衛町2丁目地内） 61 86 南末広町交差点付近

12 37 紡績工場社宅 （旧山方町地内） 62 87 乙川一色町地内

13 38 講堂屋根 （半田中学校） 63 １か月以上続けられた炊き出し 88 乙川吉野町交差点付近

14 39 昭和23年度建築校舎の屋根 （成岩中学校） 64 特設火葬場でダビに付す 89 乙川吉野町交差点付近

15 40 二舎新校舎 （亀崎小学校） 65 伊勢湾台風半田市犠牲者合同葬儀 90 国道247号線 （宮路町）

16 41 中校舎と倒壊したトイレ （乙川小学校分校） 66 神戸川上流 91 市役所西交差点付近

17 42 六番公園 （瑞穂町）（地面からの高さ約280cm） 67 神戸川の氾濫 92 成岩本町１丁目交差点付近

18 43 ＪＲ半田駅 ガード東（地面からの高さ約120cm） 68 市内浸水の様子 93 柊町交差点

19 44 神前神社 防火水槽横（地面からの高さ約120cm） 69 天動橋を下流より望む 94 清城町親池

20 45 協和保育園 北側（地面からの高さ約130cm） 70 豪雨による橋の崩落 95 新居町７丁目

21 46 半田市役所 西側花壇内（地面からの高さ約190cm） 71 復旧作業 （土のう作り） 96 半田・常滑線 （県道34号）

22 47 保健センター 南花壇（地面からの高さ約180cm） 72 国道247号線バイパス 97 半田運河 （十ヶ川）

23 48 台風下浸水中の火事 73 国道247号線バイパス 98 平地４丁目平地川付近

24 49 家屋の被害状況 （東洋町3丁目地内） 74 南末広町交差点 99 大池町２丁目地内の水路

25 50 源平町地内の被害状況 75 名鉄駅構内 100 岩滑南浜町地内

101 岩滑南浜町地内

２．その他一般資料（※33,34以外は、すべて半田市立博物館蔵）

1 20 知多新聞（昭和９年９月29日） 39 58 災害復旧陳情書

2 21 半田製作所全体計画図（昭和19年８月） 40 堤防決壊箇所・浸水地域図 59 伊勢湾台風による応急対策と措置　半田市

3 22 中島飛行機(株)半田製作所　印鑑箱 41 伊勢湾台風関係書類綴（消防本部） 60 伊勢湾台風による災害の概要並びに要望書　愛知県

4 23 中島飛行機(株)半田製作所　勤怠簿表紙 42 伊勢湾台風災害関係綴（総務課長） 61 治安維持のためのお知らせ（原稿）

5 24 中島飛行機(株)半田製作所　封筒 43 62 災害地の衛生について　愛知県衛生部　保健所

6 25 中島飛行機(株)半田製作所　表彰状 44 63 第15号台風　災害による死亡者名簿

7 26 中島飛行機(株)半田製作所　レコード（社歌） 45 64 伊勢湾台風犠牲者合同葬　遺族名簿

8 27 中島飛行機(株)半田製作所　防諜（昭和18年６月） 46 65 たいふう 1959　半田市立半田小学校

9 28 中島飛行機(株)半田製作所　社員章 47 伊勢湾台風被害状況調　昭和34年10月30日現在 66 広報あいち　第96号（昭和34年９月30日）

10 29 中島飛行機(株)半田製作所　トレーシングペーパー 48 67 広報あいち　第97号（昭和34年10月５日）

11 30 49 半田市報号外　第１号（昭和34年10月３日） 68 アサヒグラフ　昭和34年10月号

12 31 昭和19年12月７日ニ於ケル地震ニ依ル被害寫眞 50 半田市報号外　第２号（昭和34年10月６日） 69 伊勢湾台風被害状況写真綴

13 32 第一面 昭和19年12月７日ニ於ケル大地震被害状況 51 半田市報号外　第３号（昭和34年10月10日） 70 伊勢湾台風被害状況写真綴

14 33 おほなゐ観音（十一面観音）　※光照院蔵 52 半田市報号外　第５号（昭和34年10月20日） 71

15 34 深溝断層剥ぎ取り試料　※幸田町教育委員会蔵 53 半田市報　第232号（昭和34年11月25日） 72 伊勢湾台風新聞スクラップ帳

16 35 54 台風15号による罹災児童に対する学用品等の調査について 73 伊勢湾台風による教育施設の被害状況（綴）

17 36 55 半田市伊勢湾台風漂流物処理隊要綱 74 伊勢湾台風浸水位表示看板

18 37 56 伊勢湾台風　災害見舞状受付簿

19 知多新聞（昭和９年９月28日） 38 愛知県全圖　伊勢湾台風被害概要図 57 陳情書（半田市教員組合）

３．古文書資料（※すべて半田市立博物館蔵）

分　類

1 酒造会館文書

2 酒造会館文書

3 酒造会館文書

4 -

5 榊原伊助家文書

6 乙川文書

7 西成岩文書

8 榊原伊助文書

9 乙川文書追加２

10 乙川文書追加２

11 乙川文書追加３

知多新聞（大正７年10月31日）

知多新聞（昭和９年９月26日）

知多新聞（大正７年10月29日）

知多新聞（大正７年11月23日）

知多新聞（大正７年11月16日）

名　称

名　称 名　称名　称

名　称 名　称

半田競艇場の建物倒壊

武豊線流失状況 （有脇地区）

武豊線流失状況 （成岩地区）

伝染病予防の消毒

海蔵寺山門の倒壊 （乙川若宮町地内）

半田市全図　滞水地域図

伊勢湾台風災害関係書類

救援物資種目別配分表

救援物資地区別配分表

罹災証明書

伊勢湾台風被害状況写真綴

台風13号被害現場写真綴

知多新聞（大正12年９月６日）

知多新聞（大正９年２月20日）

知多新聞（大正９年２月14日）

第13号台風（高潮）被害調査報告書及一覧表綴

台風15号に因る被害者に対する市税の減免について

台風13号愛知県被害要図

艦上偵察機「彩雲」主車輪

名　称

知多新聞（大正12年９月８日）

山方新田・元東洋紡績西附近 （東洋町）

山方新田・平久商店附近 （源平町）

山方新田 （源平町）

山方新田 （源平町）

山方新田・源兵衛橋方面を望む （源平町）

山方新田・中埜酢店本倉 （源平町）

西馬場成光橋南工場 （有楽町）

馬場酉新田・織布工場 （有楽町）

稲葉酒造附近 （亀崎字越前）

稲葉酒造倉 （亀崎字越前）

追憶の碑 （雁宿公園内）

業葉神社境内 （東本町）

海蔵寺 （乙川若宮町）

新浜地内浸水状況

殉難学徒の碑 （雁宿公園内）

避難所の様子

治安維持のためのポスター望洲楼百畳の間 （亀崎町3丁目）

新浜堤防欠損浸水状況

神戸川下新開地内決壊

神戸川下新開堤防決壊

葭野地内浸水状況

艦上偵察機「彩雲」

名　称

知多新聞（昭和９年９月22日）

乍恐奉願上候御事（松持分東大宮村地先高成新田儀云々

八月廿日大雨高汐満チ海辺堤切所汐留人足諸色人用書上

稗田川堤防決壊

武豊線流失状況 （東成岩駅北）

東成岩駅構内の脱線列車

新田堤防決壊口

知多新聞（大正７年10月26日）

大震災寫眞画報　第二輯（大阪朝日新聞社発行）

大震災寫眞画報　（大阪朝日新聞社発行）

知多新聞（大正12年９月９日）

知多新聞（明治40年８月17日）

知多新聞（昭和９年９月23日）

大震災寫眞画報　第三輯（大阪朝日新聞社発行）

知多新聞（大正12年９月７日）

亥八月廿日大風雨高汐満海辺通堤切所破損所間数改帳

知多郡乙川村御普請所堤并川江浚書上絵図面下

名　称

震害取調書

震害當時未納酒税納付傅票　其一

震害ニ係ル未納酒税納付傅票　其ニ

震災寫真　愛知縣之部

海岸堤防修繕願

知多郡乙川村塩浜検地帳

卯年三郷入鹿（費）帳　西成岩分扣
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館蔵品展「山本梅荘 没後 100 年展」 
 
 期 間：令和 3 年 9 月 18 日（⼟）〜 

      令和３年１1 月 7 日（日） 

 会 場：特別展示室（２階）、展示コーナー（１階） 

 入場者数：10,811 人 

 展示内容：半田が⽣んだ著名な南宋画家、⼭本梅荘の 

没後 100 年を記念して、梅荘一門の作品や 

遺品などを展示した。 

展示点数：121 点 
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22 21 20 19 18 17 16 15 14 13 12 11 10 9 8 7 6 5 ４ 3 2 1 №

春 青
緑
寒
林
訪
友
之
図

青
緑
夏
景
山
水

水
墨
重
畳
疊
瀑
布
之
図

青
緑
金
點
柳
桃
漁
村
之
図

青
緑
柳
林
深
春
之
図

淡
彩
雪
景
山
水

青
緑
秋
景
山
水

模
高
南
阜
羅
漢
像

水
墨
松
林
山
水
之
図

奇
石
　
兀
山
霊
鐘
之
図

淡
彩
春
渓
探
梅
之
図

水
墨
秋
景
山
水

水
亭
開
鵑
之
図

仲
春
の
月

淡
彩
秋
景
山
水

水
墨
山
水
積
雨
新
霽
図

晴
巒
凝
翠

渓
窓
寒
話

水
墨
松
林
夏
景
山
水

青
緑
蘭
亭
修
禊
之
図

淡
彩
清
渓
尋
友

作
 
品
 
名

山
本
梅
荘

山
本
梅
荘

山
本
梅
荘

山
本
梅
荘

山
本
梅
荘

山
本
梅
荘

山
本
梅
荘

山
本
梅
荘

山
本
梅
荘

山
本
梅
荘

山
本
梅
荘

山
本
梅
荘

山
本
梅
荘

山
本
梅
荘

山
本
梅
荘

山
本
梅
荘

山
本
梅
荘

山
本
梅
荘

山
本
梅
荘

山
本
梅
荘

山
本
梅
荘

山
本
梅
荘

作
者
名

44 43 42 41 40 39 38 37 36 35 34 33 32 31 30 29 28 27 26 25 24 23 №

鴻
雪
図
誌

岩
豆
名
画
冊

八
大
山
人
花
卉
十
二
図

園
林
渉
趣
（
三
）

園
林
渉
趣
（
二
）

園
林
渉
趣
（
一
）

探
幽
模
観
音
帖

四
時
美
園

煙
霞
淡
泊

紙
本
扇
面
画
帖

花
卉
畫
帖

水
墨
名
画
冊

寄
合
画
帖
（
地
）

寄
合
画
帖
（
天
）

山
水
帖
妙
品

水
墨
山
水
冊

明
清
名
画
々
控
帖
（
四
）

明
清
名
画
々
控
帖
（
三
）

明
清
名
画
々
控
帖
（
二
）

明
清
名
画
々
控
帖
（
一
）

扇
面
名
画
冊

夏

作
 
品
 
名

山
本
梅
荘

山
本
梅
荘

山
本
梅
荘

山
本
梅
荘

山
本
梅
荘

山
本
梅
荘

山
本
梅
荘

山
本
梅
荘

山
本
梅
荘

山
本
梅
荘

山
本
梅
荘

山
本
梅
荘

山
本
梅
荘

山
本
梅
荘

山
本
梅
荘

山
本
梅
荘

山
本
梅
荘

山
本
梅
荘

山
本
梅
荘

山
本
梅
荘

山
本
梅
荘

山
本
梅
荘

作
者
名

65 64 63 62 61 60 59 58 57 56 55 54 53 52 51 50 49 48 48 47 46 45 №
書
簡

四
方
盆
（
二
点
）

茶
道
具
入

夜
寒
焼
香
合
（
三
点
）

漁
樵
対
話
茗
碗
（
六
点
）

岩
ノ
絵
茗
碗
（
六
点
）

枯
本
竹
名
急
須

九
谷
焼
雲
根
図
鉢

五
福
天
来
筆
洗

茶
壺

松
絵
茶
碗

雲
根
急
須

夜
寒
焼
染
付
山
水
図
鉢

染
付
鉢

茶
心
壺

巌
上
松
茶
碗

松
上
鶴
茶
碗

扇
子

扇
子

短
冊
（
九
点
）

小
墨

袖
中
山
嶽
小
品

作
 
品
 
名

山
本
梅
荘

山
本
梅
荘

山
本
梅
荘

山
本
梅
荘

山
本
梅
荘

山
本
梅
荘

山
本
梅
荘

山
本
梅
荘

山
本
梅
荘

山
本
梅
荘

山
本
梅
荘

山
本
梅
荘

山
本
梅
荘

山
本
梅
荘

山
本
梅
荘

山
本
梅
荘

山
本
梅
荘

山
本
梅
荘

山
本
梅
荘

山
本
梅
荘

山
本
梅
荘

山
本
梅
荘

作
者
名

86 85 84 83 82 81 80 79 78 77 77 76 75 74 73 72 71 70 69 68 67 66 №
六
曲
屏
風

不
老
長
寿
茶
碗

半
田
八
景
帙

扇
子

盆 犬
山
焼
茶
碗

犬
山
焼
水
指

茶
道
具
入
れ

絵
付
茶
碗
（
二
点
）

色
紙
貼
込
画
帖

色
紙
貼
込
画
帖

半
田
八
景

雪
渓
吟
客
図

淡
彩
雪
景
山
水

淡
彩
秋
景
山
水

青
緑
山
水

落
款
印
・
印
影

数
珠

印
籠

煙
草
入
れ
（
二
点
）

筆
筒

明
筆
（
十
一
点
）

作
 
品
 
名

野
倉
鐵
真

山
本
耕
坪

山
本
香
雲

山
本
香
雲

山
本
石
荘

山
本
石
荘

山
本
石
荘

山
本
石
荘

山
本
石
荘

山
本
香
雲

山
本
石
荘

山
本
石
荘

稲
垣
錦
荘

山
本
耕
坪

山
本
香
雲

山
本
石
荘

山
本
梅
荘

山
本
梅
荘

山
本
梅
荘

山
本
梅
荘

山
本
梅
荘

山
本
梅
荘

作
者
名
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「第 36 回半⽥市⽴博物館 友の会合同展」 
 
 期 間：令和 3 年 12 月４⽇（⼟）〜 

      令和３年 12 月 12 ⽇（⽇） 

 会 場：特別展示室（２階）、展示コーナー（１階） 

 入場者数：2,172 人 

 展示内容：博物館友の会各部員の会員による作品を 

展示した。 

展示点数：109 点 
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展示資料一覧 

部会名 主な作品 点 数

染色部会 
タペストリー・エコバッグ・ブラウス・袋・スカーフ・ショール・ 
スカート・エプロン・テーブルセンター・チュニック など 

49 点

はたおり部会 
織り布・スヌード・バッグ・かっぽう着・ベスト・クッション・財布・ 
タペストリー・スカーフ・小物入れ・のれん など 

23 点

古文書部会 
平家物語絵巻（明星大学蔵）巻一 2 頁 〜 7 頁 
御定書 上巻（国会国⽴図書館蔵） 7 頁 〜 12 頁 

2 点

陶芸部会 鉢・⾹炉・花器・皿・茶碗・スープカップ・⼟器 など 15 点

歴史部会 令和３年度現地研修および室内研修資料 1 点

拓本部会 
松尾芭蕉句碑・鷽替之灯拓・相田みつを詞碑・般若⼼経 経文・⽴体拓・ 
七福神画拓・⽯⿎文 ⽯版拓・⽯版画・⼭岡荘⼋句碑・⽴体色彩拓・ 
万葉集 ⾼市⿊人歌碑・⻄條⼋⼗ 墓誌銘詩碑・良寛 扇面歌碑 など 

19 点
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 館蔵品展「古⽂書に⾒る江⼾時代の庄屋の仕事」 

 
 期 間：令和 4 年２月 26 日（⼟）〜４月 10 日（日） 

 会 場：特別展示室（２階）、展示コーナー（１階） 

 入場者数：8,509 人 

 展示内容：博物館で収蔵している貴重な古文書資料を展示し、 

当地方の江⼾時代の庄屋（村役人）の仕事内容 

について紹介した。  

 展示点数：70 点 
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